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口頭テストにおける観点別評価 : 日本語教師によ
る評価と発話との関係について


























































































語尭 兌id��発音 �+駑��反復 價ﾙ�)|｢�文の型 
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もあるため､ (｢異なり語嚢数｣ - ｢不適切な異なり語桑数｣)という指標について












































































る｡ :例) ｢アクセントが違う｣ ｢巻き舌になっている｣
(2)音が聞き取れ､文脈にも適合する語が推測できる:例) ｢5月? 9月? (正)
5月｣ ｢失敗? (正)ヱ出堅しています｣
(3)聞き取った音から語を推測するものの､文脈には適合せず､意味不明のま





















































検証したところ､相関は､テスト1 ･ 2それぞれで7-0.648､ ∫-0.674となった(図
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